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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】設計者が腕時計における任意の利用可能な場所
にパワーリザーブインジケーターを配置することを可能
にする単純であり小型である機構を提供する。
【解決手段】エネルギー格納手段は、ワインド段階にお
いて、ワインドステム１によってアクチュエートされる
入力車によって、ムーブメント３００の自動ワインド機
構によって、又は外部ワインダーによって、パワー供給
され、アンワインド段階において、出力車１４を介して
エネルギーを回復させるように構成している。この機構
１００は、差動機構３０を介して入力車又は出力車１４
によって間接的に駆動されるように構成している少なく
とも１つの表示車セット１０を有し、差動機構３０は、
入力車と出力車１４が２つの入力を構成しており、単一
の出力において、表示車セット１０を直接的又は間接的
に駆動するように構成している出力車セット９を有する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　計時器用ムーブメント（３００）のエネルギー格納手段（２００）のパワーリザーブを
表示するための計時器用のパワーリザーブインジケーター機構（１００）であって、
　前記エネルギー格納手段（２００）は、ワインド段階において、前記ムーブメント（３
００）が備えるワインドステム（１）によってアクチュエートされる入力車（２）によっ
て、前記ムーブメント（３００）が備える自動ワインド機構（４００）によって、又は外
部ワインダーによって、パワー供給され、アンワインド段階において、出力車（１４）を
介して前記ムーブメント（３００）にエネルギーを回復させるように構成しており、
　当該機構（１００）は、前記入力車（２）又は前記出力車（１４）によって直接的又は
間接的に駆動されるように構成している少なくとも１つの表示車セット（１０、１２）を
有し、
　当該機構（１００）は、前記入力車（２）と前記出力車（１４）が２つの入力を構成し
ている差動機構（３０）を有し、
　単一の出力において、前記表示車セット（１０、１２）を直接的又は間接的に駆動する
ように構成している出力車セット（９）を有し、
　１つの前記表示車セットは、前記出力車セット（９）と噛み合う歯付きリング（１０）
によって直接的又は間接的に駆動される表示車（１２）であり、
　前記表示車（１２）の回転軸は、前記リング（１０）の内側又は外側にあり、このリン
グ（１０）の内側にて、前記差動機構（３０）の車セットが回転する
ことを特徴とする機構（１００）。
【請求項２】
　前記差動機構（３０）は、前記入力車（２）と直接的又は間接的に噛み合う第１の車（
３）と、前記第１の車（３）と平行であり前記出力車（１４）と直接的又は間接的に噛み
合っている第２の車（１６）と、及びボールベアリング（５）とを有する摩擦ボール差動
機構であり、
　前記ボールベアリング（５）は、前記第１の車（３）と前記第２の車（１６）を互いの
方に押すように構成している摩擦手段（４）の作用の下で前記第１の車（３）と前記第２
の車（１６）の間にて転がるように構成しており、転がりながら前記ボールベアリング（
５）を収容するキャリア（６）を駆動し、前記出力車セット（９）を駆動するように構成
している
ことを特徴とする請求項１に記載の機構（１００）。
【請求項３】
　前記第１の車（３）と前記第２の車（１６）は、同軸である
ことを特徴とする請求項２に記載の機構（１００）。
【請求項４】
　前記第１の車（３）と前記第２の車（１６）は、前記出力車セット（９）に固定される
前記キャリア（６）と同軸であり、
　前記出力車セット（９）は、前記第１の車（３）と前記第２の車（１６）を担持してい
るアーバー（７）に固定される
ことを特徴とする請求項３に記載の機構（１００）。
【請求項５】
　前記摩擦手段（４）は、当該機構（１００）又は前記ムーブメント（３００）が備える
プレート（２０）又はブリッジ（２１、２２）上に載っている少なくとも１つの弾性メン
バーを有する
ことを特徴とする請求項２に記載の機構（１００）。
【請求項６】
　当該機構（１００）は、当該機構（１００）又は前記ムーブメント（３００）が備える
プレート（２０）又はブリッジ（２１、２２）の第１の側にて見ることができる第１の表
示車セットと、及び前記第１の側の反対側の第２の側にて見ることができる第２の表示車



(3) JP 2020-46418 A 2020.3.26

10

20

30

40

50

セットとを有する
ことを特徴とする請求項１に記載の機構（１００）。
【請求項７】
　前記表示車（１２）には、当該機構（１００）又は前記ムーブメント（３００）が備え
るプレート（２０）又はブリッジ（２１、２２）に固定されたピン（１２１）と連係する
アイレット（１２０）があり、これによって、前記表示車（１２）の角トラベルを制限す
る
ことを特徴とする請求項１に記載の機構（１００）。
【請求項８】
　請求項１に記載のパワーリザーブインジケーター機構（１００）を少なくとも１つ有し
ており、少なくとも１つの表盤（４０）を有する計時器用ムーブメント（３００）であっ
て、
　当該ムーブメント（３００）は、前記差動機構（３０）を支えるように構成しているプ
レート（２０）及び少なくとも１つのブリッジ（２１、２２）を有し、
　それぞれが前記表盤（４０）の異なる角位置にある前記表示車（１２）を受けることが
できる複数の構成を有する
ことを特徴とする計時器用ムーブメント（３００）。
【請求項９】
　請求項８に記載の計時器用ムーブメント（３００）及び／又は請求項１に記載のパワー
リザーブインジケーター機構（１００）を有する
ことを特徴とする腕時計（１０００）。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、計時器用ムーブメントのエネルギー格納手段のパワーリザーブを表示するた
めの計時器用のパワーリザーブインジケーター機構に関する。前記エネルギー格納手段は
、ワインド段階において、前記ムーブメントが備えるワインドステムによってアクチュエ
ートされる入力車によって、前記ムーブメントが備える自動ワインド機構によって、又は
外部ワインダーによって、パワー供給され、アンワインド段階において、出力車を介して
前記ムーブメントにエネルギーを回復させるように構成している。当該機構は、前記入力
車又は前記出力車によって間接的に駆動されるように構成している少なくとも１つの表示
車セットを有する。当該機構は、前記入力車と前記出力車が２つの入力を構成している差
動機構を有し、単一の出力において、前記表示車セットを直接的又は間接的に駆動するよ
うに構成している出力車セットを有する。
【０００２】
　本発明は、さらに、少なくとも１つのこのような機構を有する計時器用ムーブメントに
関する。
【０００３】
　本発明は、さらに、少なくとも１つのこのような計時器用ムーブメントを及び少なくと
も１つのこのような機構を有する腕時計に関する。
【０００４】
　本発明は、計時器用機構及びこのような機構のエネルギー格納の管理の分野に関し、特
に、駆動手段に残っているパワーリザーブの表示に関する。
【背景技術】
【０００５】
　機械式腕時計のパワーリザーブ表示は、パワー不足によって腕時計が不意に停止してし
まうことを回避することを可能にする有用な機能であるが、これには、ユーザーが暦や同
様の機構を更新することが必要となることがあり、これは、常に悩ましい問題である。ま
た、パワーリザーブ表示は、伝えられるトルクが実質的に一定である範囲に格納エネルギ
ーレベルを維持することを可能にし、最適なクロノメトリーが可能になる。
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【０００６】
　この機能を自由自在に腕時計ケース内に配置することはできるとはかぎらない。なぜな
ら、この機能はエネルギー伝達列の位置に依存し、また、暦付き腕時計や複雑機構付き腕
時計の場合には、空間を占めエネルギーを使用する中間車を最小限の数に抑えてすべての
表示を最適に配置することが難しいことが多いからである。
【０００７】
　ETA Manufacture Horlogere Suisseによる欧州特許ＥＰ２９７７８２８は、複数のエネ
ルギーアキュムレーターのパワーリザーブ指示を表示する計時器用パワーリザーブインジ
ケーターを開示しており、その各エネルギーアキュムレーターには、パワーリザーブイン
ジケーターが備える差動機構の１つの入力と連係する１つのインジケーターがあり、この
差動機構の１つの出力は、複数のエネルギーアキュムレーターの合計パワーリザーブを表
示する機構と連係し、少なくとも２つの入力は同軸である。
【０００８】
　MONTRES BREGUETによる欧州特許ＥＰ１９７０７７８は、バレルアーバーに対して同軸
に配置された差動フレームを備えたパワーリザーブインジケーターデバイスを有する計時
器を開示している。差動フレームの第２の出力は、カバーに固定される。差動ギヤの出力
は、互いに噛み合っておりカバーによって担持されている惑星車によって第１の入力に運
動学的に接続された内側に歯がある冠歯車によって得られる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、設計者が腕時計における任意の利用可能な場所にパワーリザーブインジケー
ターを配置することを可能にする単純であり小型である機構を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　このために、本発明は、請求項１に記載のパワーリザーブインジケーター機構に関する
。
【００１１】
　本発明は、さらに、少なくとも１つのこのような機構を有する計時器用ムーブメントに
関する。
【００１２】
　本発明は、さらに、少なくとも１つのこのような計時器用ムーブメントを及び少なくと
も１つのこのような機構を有する腕時計に関する。
【００１３】
　添付図面を参照しながら下記の詳細な説明を読むことで、本発明の他の特徴及び利点を
理解することができるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係るパワーリザーブインジケーター機構の主回転軸と差動機構を通る断
面の概略断面図である。
【図２】図１と同様な形態の図であり、ボール差動機構を中心にこの機構の詳細を示して
いる。
【図３】図１と同様な形態の図であり、バレルのアンワインド時におけるこの機構の詳細
を示しており、表盤の側が図の下側にある。
【図４】図２と同様な形態の図であり、ワインド時におけるこの機構の別の詳細を示して
おり、表盤の側が図の下側にある。
【図５】図１と同様な形態の図であり、この機構の別の詳細を示しており、固定ピンと連
係するアイレットがある表示車のトラベルが制限されている。
【図６】本発明に係るパワーリザーブインジケーター機構を有するムーブメントについて
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の概略部分平面図である。これは、表示車を駆動する歯付きリングを有し、この表示車は
、このリングに外側から取り付けられている。
【図７】図６と同様な形態の図であり、このようなムーブメントを１つ示しており、表示
車を駆動する歯付きリングがこのリングに内側から取り付けられている。
【図８】図７と同様な形態の図であり、６時／１２時の軸上にて、表示車を駆動する歯付
きリングを備える前記のような機構を１つ示している。この表示車は、このリングに内側
から取り付けられている。この表示車には、その角トラベルを制限するためのアイレット
があり、この表示車は、ムーブメントの中心の非常に近くに配置されており、この構成に
よって、様々な表示角度が可能になる。
【図９】図８と同様な形態の図であり、６時／１２時の軸上にて、表示車を駆動する歯付
きリングを備える前記のような機構を１つ示している。この表示車は、このリングに内側
から取り付けられている。この表示車には、その角トラベルを制限するためのアイレット
があり、この表示車は、歯付きリングの非常に近くに配置されており、この構成によって
も、様々な表示角度が可能になる。
【図１０】開口内にて残存パワーリザーブを表示するために、明るい色の背景に、これに
対してコントラストがあるらせん状のマーキングを描いている歯付きリングの部分的な概
略平面図である。
【図１１】アンワインドの終わりにおける表盤の開口内の図１０のリングを示している。
【図１２】アンワインドの開始時における表盤の開口内の図１０のリングを示している。
【図１３】図２における断面図において説明されて、差動機構の軸の部分の概略斜視図を
示している。
【図１４】エネルギー格納手段及び前記のようなパワーリザーブインジケーター機構を備
えたムーブメントを有する腕時計を表すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明は、計時器用ムーブメント３００のエネルギー格納手段２００のパワーリザーブ
を表示するための計時器用のパワーリザーブインジケーター機構１００に関する。
【００１６】
　このエネルギー格納手段２００は、例えば、バレルであり、ワインド段階にて入力車２
によってパワー供給されるように構成している。この入力車２は、ムーブメント３００が
備えるワインドステム１、ムーブメント３００が備える自動ワインド機構４００、又は外
部のワインダーによって、アクティベートされる。
【００１７】
　エネルギー格納手段２００は、出力車１４を介してアンワインド段階にてムーブメント
３００にエネルギーを回復させるように構成している。
【００１８】
　機構１００は、入力車２又は出力車１４によって間接的に駆動されるように構成してい
る少なくとも１つの表示車セット１０又は１２を有する。
【００１９】
　本発明によると、機構１００は、入力車２と出力車１４が２つの入力を構成している差
動機構３０を有しており、単一の出力において、表示車セット１０又は１２を直接的又は
間接的に駆動するように構成している出力車セット７を有する。
【００２０】
　特に、図示しているように、差動機構３０は、入力車２と直接的又は間接的に噛み合う
第１の車３と、及びこの第１の車３と平行であり出力車１４と直接的又は間接的に噛み合
う第２の車１６とを有する摩擦ボール式の差動機構である。この差動機構３０は、さらに
、ボールベアリング５を有している。このボールベアリング５は、転がりながらキャリア
６を駆動することによって、第１の車３と第２の車１６を互いの方に押すように構成して
いる摩擦手段４の作用の下で、第１の車３と第２の車１６の間で転がるように構成してい
る。このキャリア６は、このボールベアリング５を収容しており出力車セット９を駆動す
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るように構成している。
【００２１】
　特に、第１の車３と第２の車１６は、同軸である。
【００２２】
　特に、第１の車３と第２の車１６は、出力車セット９に固定されるキャリア６と同軸で
あり、この出力車セット９は、第１の車３と第２の車１６を担持しているアーバー７に固
定される。
【００２３】
　図に示している変種（これに限定されない）において、摩擦手段４は、少なくとも１つ
の弾性メンバーを有しており、この弾性メンバーは、一方では、機構１００又はムーブメ
ント３００が備えるプレート２０又はブリッジ２１又は２２上に、他方では、図に示した
変種において第１の車３上に、又は第２の車１６上に、載っている。
【００２４】
　図１には、バレル棒２１上に載っている湾曲したばねの形態であるこのような摩擦手段
４を示している。ワッシャー１７が差動アーバー７に入れ込まれ、このアーバー７は、キ
ャリア６と出力車セット９を担持しており、表示車セット１０又は１２を駆動する。この
アーバー７のまわりを第１の車３と第２の車１６が回転する。このワッシャー１７は、ば
ね４を保持し、ボール５が第１の車３と第２の車１６の間のキャリア６内に保持されるこ
とを可能にする。
【００２５】
　特定の変種において、機構１００は、機構１００又はムーブメント３００が備えるプレ
ート２０又はブリッジ２１又は２２の第１の側にて見ることができる第１の表示車セット
と、及び第１の側とは反対側の第２の側にて見ることができる第２の表示車セットとを有
する。
【００２６】
　本発明によると、表示車セットは、出力車セット９と噛み合う歯付きリング１０によっ
て直接的又は間接的に駆動される表示車１２であり、この表示車１２の回転軸は、リング
１０の内側又は外側にあり、このリング１０の内側にて差動機構３０の車セットが回転す
る。
【００２７】
　図６～９は、内側と外側に歯があるリングを示している。これによって、図６における
ようにこのリングの外側に、又は図７～９におけるようにこのリングの内側に、表示車１
２を配置することを設計者が選ぶことができる。
【００２８】
　図５、８及び９に示している特定の変種において、表示車１２には、プレート２０又は
前記のようなブリッジ２１又は２２上に固定されたピン１２１と連係するアイレット１２
０があり、これによって、自身のアーバー２３によって回転される表示車１２の角トラベ
ルをプレート２０とブリッジ２２又は表盤４０との間に制限する。
【００２９】
　本発明の同様な実施形態において、表示車セットは、出力車セット９と噛み合う歯付き
リング１０によって直接形成される。この出力車セット９の内側にて、リング１０が差動
機構３０の車セットを回転させる。特に、この表示車セットは、パワーリザーブの表示を
形成し、このリング１０は、好ましいことに、その平坦な面の少なくとも１つ上にて段階
的なマーキング１０１を支える。このマーキング１０１は、明るい色の背景１０２に対し
てコントラストがあり、表盤４０の開口４１内にて残余パワーリザーブを表示するように
構成している。
【００３０】
　本発明は、さらに、少なくとも１つの前記のようなパワーリザーブインジケーター機構
１００を有する計時器用ムーブメント３００に関する。特に、このムーブメント３００は
、差動機構３０を支えるように構成している少なくとも１つの表盤４０、プレート２０、
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少なくとも１つのブリッジ２１又は２２を有し、表盤４０の異なる角位置にて第１の変種
に係る表示車１２をそれぞれが受けることができる複数の構成を有する。したがって、パ
ワーリザーブインジケーターを表盤の任意の領域に非常に容易に自由自在に配置すること
ができる。そして、第２の変種において、特に、ムーブメント３００は、差動機構３０を
支えるように構成しているプレート２０及び少なくとも１つのブリッジ２１又は２２を有
しており、表盤４０には、段階的なマーキング１０１を表示するための開口４１がある。
【００３１】
　当該機構の動作は、以下のように単純である。
－　ワインド時に、腕時計のワインドステム１又は他のエネルギー供給手段によって、入
力車２が第１の車３を回す。ばね４が発生させる摩擦のおかげで、第１の車３は、ボール
ベアリング５を回転させ、これによって、これらのボールベアリング５を収容するキャリ
ア６も駆動する。このキャリア６は、差動アーバー７に圧入されたものであり、このアー
バー７は、そのアーバー７が備える正方形部８を介して出力車セット９を駆動し、これが
第１の表示車セット１０を駆動する。次に、この第１の表示車セット１０は、中間駆動車
１１を駆動し、この中間駆動車１１は、瞬時パワーリザーブ角を示す第２の表示車セット
１２を駆動する。
－　アンワインド時に、バレル１３のようなエネルギー格納手段２００は、中間差動車１
４を回転させる出力車１４を駆動し、この中間差動車１４は、差動駆動車１５を駆動し、
これが第２の車１６を回転させる。このことによって、ボールベアリング１５、したがっ
て、それらのキャリア１６、そして、差動アーバー７が回転する。そして、ワインド時と
同様に、第１の表示車セット１０と第２の車セット１２によるギヤ列のカスケード構成が
回転する。
【００３２】
　当然、本発明は、ムーブメントに特有のエネルギー源のパワーリザーブ表示に適用可能
であるが、ストライク機構やミュージックボックスのような関連づけられる機能にも適用
可能である。
【００３３】
　本発明は、さらに、少なくとも１つのこのようなムーブメント３００及び／又は少なく
とも１つのこのようなパワーリザーブインジケーター機構１００を有する腕時計１０００
に関する。
【００３４】
　この設計は、表盤又は腕時計用ムーブメントの任意の適切な領域において、パワーリザ
ーブを３６０°にわたって容易に表示することを可能にする。
【符号の説明】
【００３５】
１　ワインドステム
２　入力車
３　第１の車
４　摩擦手段
５　ボールベアリング
６　キャリア
７　アーバー
９　出力車セット
１０　リング
１２　表示車
１４　出力車
１６　第２の車
２０　プレート
２１、２２　ブリッジ
３０　差動機構
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４０　表盤
１００　パワーリザーブインジケーター機構
１２０　アイレット
１２１　ピン
２００　エネルギー格納手段
３００　ムーブメント
４００　自動ワインド機構
１０００　腕時計

【図１】 【図２】
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